
本
丸
通
信

開
会
日
の
十
九
日
当
日
だ
け
と
し
て

出
陳
さ
れ
た
黒
田
侯
爵
家
の
秘
宝

「
日
本
號
槍
」
と
「
ヘ
シ
キ
リ
長
谷
部

刀
」
は
鑑
賞
者
の
熱
望
が
容
れ
ら
れ

て
特
に
五
日
間
陳
列
さ
れ
呼
物
と

な
っ
て
い
た
が
■
々
今
二
十
三
日
午

後
五
時
限
り
黒
田
家
の
秘
庫
に
返

さ
れ
る
の
で
あ
る
、再
び
見
る
こ
と

の
出
来
ぬ
今
日
の
好
機
を
逃
さ
ぬ
や

う

黒
田
藩
で
は
、誰
が
詠
む
と
も
な
く
、

酒
は
呑
め
、呑
む
な
ら
ば

日
本
一
の
こ
の
槍
を

呑
み
取
る
程
に
呑
む
な
ら
ば

こ
れ
ぞ
ま
こ
と
の
黒
田
武
士

と
の
今
様
が
流
行
、そ
の
後
藩
士
の

会
合
あ
る
度
に
こ
れ
を
合
唱
し
、現

在
で
も
筑
前
の
懇
親
会
、結
婚
披
露

宴
な
ど
に
ま
で
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

恐
ら
く
、こ
れ
に
誰
か
が
尾
鰭
を
つ
け

て
、朝
鮮
役
で
の
虎
狩
を
出
し
、後

藤
又
兵
衛
と
の
交
渉
を
作
っ
た
か
ど

う
か―

―

今
議
論
の
限
り
で
は
な
い

が
、「
日
本
號
の
槍
」
と
云
え
ば
酒
屋

の
小
僧
で
も
し
っ
て
居
る
。が
昔
語

り
を
誇
る
古
老
で
す
ら
見
た
事
は

無
い
の
で
あ
る
。

往
け
、名
宝
展
へ
！
公
開
は
僅
か
に

五
時
間
に
限
ら
れ
て
い
る
、何
と
か

し
て
時
間
を
延
長
せ
ん
と
奔
走
中
だ

が
、日
本
を
代
表
す
る
名
槍
、天
下

の
槍
を
代
表
す
る
日
本
號
な
れ
ば
、

国
家
の
重
宝
、黒
田
家
の
秘
宝
と
し

て
、却
々
許
さ
れ
ぬ
事
情
あ
り
、せ
め

て
も
、五
時
間
だ
け
な
り
と
拝
み
得

る
が
、こ
れ
も
っ
け
の
幸
い
で
あ
る
、

誰
か
こ
れ
を
見
ぬ
と
云
ふ
！

「
太
兵
衛
、そ
ち
の
勇
名
を
き
く
こ

と
も
久
し
い
、然
る
に
、勇
士
が
酒
を

嗜
ま
ぬ
と
あ
っ
て
は
、名
折
れ
ぢ
ゃ
、

恥
ぢ
ゃ
、い
や
さ
卑
怯
で
あ
ら
う
ぞ
」

正
則
は
既
に
酔
が
廻
っ
て
い
る
。

「
卑
怯
！
」
こ
の
一
言
が
太
兵
衛
の

胸
に
ぐ
っ
と
来
た
の
で
あ
る
。

「
さ
あ
呑
め
、呑
め
ば
何
で
も
望
み
の

品
を
取
ら
せ
る
」

こ
の
時
、太
兵
衛
の
眼
に
留
ま
っ
た

の
は
、正
則
の
頭
上
に
懸
っ
て
居
る
、

太
閤
よ
り
拝
領
の
名
槍
、正
則
自
ら

「
日
本
一
」
と
誇
る
た
め
次
第
に
世

間
で
「
日
本
號
」
と
綽
名
し
て
居
る

名
物
で
あ
る
。大
杯
に
三
つ―

―

太

兵
衛
は
見
事
に
乾
し
た
。

「
で
は
、あ
の
槍
を
」

太
兵
衛
は
卑
怯
の
一
言
に
酬
い
る
腹

で
あ
る
。

「
諾
」

正
則
は
、微
笑
し
な
が
ら
雑
作
も
な

く
渡
し
た
が
、翌
日
酔
が
覚
め
て
大

騒
ぎ
、正
使
を
派
し
て
太
兵
衛
に
頭

を
下
げ
た
が
、太
兵
衛
は
頑
と
し
て

応
じ
な
い
。

め
飽
く
ま
で
恍
惚
た
ら
し
め
ず
ば
止

ま
ぬ
の
で
あ
る
。先
ず
見
よ
！
そ
し

て
語
れ
で
あ
る
。誇
ら
か
に
待
つ
天

下
の
名
宝
、そ
の
真
価
に
接
す
る
絶

好
の
機
会
な
の
で
あ
る
。特
に
、名
槍

「
日
本
號
」
並
び
に
名
物
「
ヘ
シ
切
り

長
谷
部
」
の
神
刀
は
明
十
九
日
の
一

日
を
限
り
大
衆
に
公
開
を
許
さ
れ
て

あ
る
も
の
、こ
の
機
を
逸
し
て
は
孫

子
の
代
ま
で
見
る
を
得
ず
、全
く
貴

重
な
第
一
日
で
は
な
い
か
！

絶
大
な
人
気
の
■
に
一
刻
千
秋
の
思
い
で
待
た
れ
つ
つ
あ
る
本
社
主
催
第
二
回

名
宝
展
の
開
会
も
あ
と
一
日
に
迫
っ
た
。こ
の
日
正
午
か
ら
の
一
般
公
開
に
名
宝

展
の
劈
頭
を
飾
る
三
つ
の
大
物
「
日
本
號
槍
」
「
ヘ
シ
キ
リ
長
谷
部
刀
」
「
法
相
宗

秘
事
絵
詞
十
二
貫
の
第
一
、二
巻
」
は
閉
館
の
午
後
五
時
ま
で
僅
か
に
五
時
間

を
限
っ
て
陳
列
さ
れ
る
特
別
出
品
、こ
の
う
ち
「
日
本
號
槍
」
の
興
味
あ
る
由
緒

伝
来
は
あ
す
「
名
宝
物
語
」
の
最
終
を
飾
る
筈
だ
が
「
ヘ
シ
キ
リ
長
谷
部
刀
」
は

織
田
信
長
が
近
侍
の
茶
坊
主
観
内
の
反
抗
を
詰
問
す
る
や
観
内
は
主
の
激
怒
に

怯
え
て
膳
棚
の
下
に
身
を
隠
し
た
卑
劣
さ
に
立
ち
所
に
こ
れ
を
斬
り
棄
て
た
国

重
作
二
尺
一
寸
の
愛
刀
で
名
物
刀
剣
中
の
逸
品
。ま
た
本
邦
絵
巻
中
の
金
字
塔

「
法
相
宗
秘
事
絵
詞
」
は
全
十
二
巻
を
二
巻
づ
つ
六
日
間
に
亘
り
陳
列
す
る
予

定
な
の
で
以
上
三
品
は
い
づ
れ
も
一
日
限
り
の
出
陳
で
あ
る
か
ら
十
九
日
を
見

逃
し
た
ら
再
び
見
る
■
■
の
な
い
も
の
で
あ
る
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開
会
劈
頭
を
飾
る

名
宝
中
の
大
物
三
つ

何
れ
も
十
九
日
一
日
限
り
の
展
観

日本名宝物語

!!

僅
か
五
時
間
の
顔
見
世

出
た

日
本
號
の
槍

児
童
走
卒
の
間
に
も
知
ら
れ
た
此
の
槍

而
も
何
人
も
見
た
こ
と
の
な
い
此
の
槍

歯
の
長
さ
凡
そ
三
尺
余
、平
三
角
造

り
で
樋
の
内
に
龍
の
浮
彫
あ
り
、無

銘
な
れ
ど
、或
る
記
録
に
日
本
郷
と

誤
記
さ
れ
た
為
め
、郷
義
弘
作
と
誤

伝
せ
ら
れ
た
が
、一
方
に
は
相
州
正

廣
、平
安
城
長
吉
、金
房
正
辰
等
の

諸
説
紛
々
、た
だ
足
利
中
期
の
作
た

る
こ
と
は
確
実
で
、地
刄
彫
刻
共
に

す
こ
ぶ
る
優
秀
、作
風
は
正
し
く
槍

作
中
天
下
一
品
で
あ
る
。黒
田
家
の

記
録
に
従
え
ば

福
島
正
則
が
伏
見
の
自
邸
に
居
る

時
或
る
日
、突
然
に
、黒
田
家
の
使

者
な
り
と
称
し
、そ
の
門
を
潜
る
者

あ
り
、正
則
こ
れ
を
引
見
す
る
に
豫

て
黒
田
家
の
勇
士
母
里
太
兵
衛
で

あ
る
。正
則
頗
る
喜
ん
で
歓
待
し
太

兵
衛
が
好
物
の
酒
を
出
し
た
が
、主

家
を
恥
か
し
む
る
行
為
あ
っ
て
は
と

思
い
、太
兵
衛
は
断
然
拒
絶
。

出
た
！
日
本
號
の
槍
が
！

誰
も
が
、子
供
の
頃
よ
り
耳
に
す
る

こ
と
久
し
い
日
本
號
の
槍
、何
故
に

片
鱗
を
窺
う
こ
と
す
ら
出
来
ぬ
か
何

故
に
今
日
ま
で
大
衆
に
公
開
さ
れ
な

か
っ
た
か
ー

そ
れ
は
余
り
に
も
黒
田

良
成
侯
爵
秘
庫
の
扉
が
堅
く
、何
人

も
力
及
ば
ず
、昨
年
第
一
回
名
宝
展

の
際
に
も
百
法
秘
術
を
尽
く
し
て
、

押
せ
ど
も
、叩
け
ど
頑
と
し
て
左
右

に
開
か
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。そ
れ

が
遂
に
今
回
は
開
か
れ
た
、そ
し
て

出
た
、天
下
に
名
の
轟
く
日
本
號
の

槍
が
！
と
こ
ろ
が
意
外
に
も
初
日
の

十
九
日
に
、た
だ
五
時
間
公
開
さ
れ

る
だ
け
で
あ
る
、親
は
子
に
、子
は
孫

に
語
り
継
ぐ
べ
き
日
本
號
の
名
槍
を
、

一
生
た
だ
五
時
間
を
限
り
見
ら
れ

る
と
は
、遺
憾
で
は
あ
る
が
、ま
た
せ

め
て
も
の
大
幸
だ
！

名
宝
展
あ
す
開
場

名
工
巨
匠
の
神
器
霊
気
を
湛
へ
て

お
ゝ
胸
迫
る
そ
の
感
激

黒
田
長
成
の
秘
宝

明
後
日
に
迫
っ
た
名
宝
展

こ
れ
を
破
天
荒
な
り
と
喚
ん
で
驚
嘆

し
て
居
る
。

と
も
か
く
、名
宝
の
殿
堂
は
明
朝
開

扉
さ
れ
る
の
で
あ
る
、一
歩
を
府
美

術
館
の
石
段
に
か
く
れ
ば
、早
く
も

名
工
巨
匠
の
霊
気
を
感
じ
更
に
一

歩
を
踏
み
入
る
れ
ば
、忽
ち
そ
こ
に

は
風
格
詩
韻
と
も
に
縹
渺
と
し
て
遍

る
水
墨
の
天
地
あ
り
、凄
艶
に
し
て

秀
麗
極
ま
り
な
き
絵
巻
の
国
ひ
ら
け
、

転
す
れ
ば
絢
爛
月
も
眩
ゆ
き
美
術

工
芸
の
集
ま
り
、ま
た
他
を
顧
み
れ

ば
秋
霜
峻
烈
を
肌
に
覚
ゆ
る
名
刀
の

林
は
続
き
、或
い
は
、そ
の
豪
壮
華
麗

を
一
世
に
誇
ら
ん
と
す
る
屏
風
の
金

壁
が
あ
る
な
ど
、一
度
こ
の
殿
堂
に

入
れ
ば
ま
た
再
び
出
づ
る
を
忘
れ
し

花
は
散
れ
ど
も
葉
桜
の
蔭
に
、ま
た

金
色
と
咲
き
誇
る
古
芸
術
の
殿
堂

は
古
来
三
千
年
の
我
が
国
史
の
側
面

を
語
る
べ
く
、正
し
く
明
十
九
日
の

午
前
九
時
い
と
厳
か
に
そ
の
霊
妙
極

ま
る
扉
を
左
右
に
開
き
、そ
こ
に
我

君
国
特
有
の
世
界
、万
人
と
も
に
愛

ら
か
な
秘
境
を
展
開
し
、こ
れ
を
主

宰
す
る
あ
ら
ゆ
る
古
芸
術
の
神
々
は
、

人
々
を
し
て
存
分
に
忘
我
の
三
昧
境

に
遊
ば
し
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

す
で
に
第
二
回
日
本
名
宝
展
覧
会

の
計
画
に
着
手
し
て
よ
り
、斯
く
開

会
を
見
る
ま
で
費
や
す
こ
と
僅
か
に

四
か
月
、即
ち
、こ
の
短
日
月
間
に
お

い
て
斯
く
の
如
き
国
家
的
一
大
事
業

を
実
現
し
得
た
こ
と
、実
に
識
者
は

四月十八日

四月十八日

読売新聞昭和五年四月

今
日
限
り
の

二
名
宝

四月二十三日

「
日
本
號
」
槍
と

「
ヘ
シ
キ
リ
長
谷
部
」
刀

二
十
三
日
ま
で
展
覧
日
延

四
月
二
十
日

開
会
第
一
に
名
宝
展
を
鑑
賞
し
た

人
々
は
口
を
揃
え
て
、荘
厳
の
気
漂

う
場
内
の
偉
観
に
全
く
魅
惑
さ
れ
恍

惚
と
し
て
名
宝
気
分
に
浸
っ
た
。激

賞
、礼
賛
の
聲
は
一
品
、一
作
の
前
に

漏
ら
さ
れ
て
い
た
。こ
の
会
場
に
十

九
日
一
日
だ
け
そ
れ
も
正
午
か
ら

午
後
五
時
ま
で
の
僅
か
五
時
間
だ
け

の
陳
列
で
あ
っ
た
黒
田
侯
爵
の
秘
宝

「
日
本
號
槍
」
と
「
ヘ
シ
キ
リ
長
谷
部

刀
」
は
あ
ま
り
に
も
惜
し
ま
れ
る
そ

の
名
残
と
日
延
べ
の
熱
望
と
が
容
れ

ら
れ
て
二
十
三
日
ま
で
五
日
間
続
い

て
陳
列
す
る
と
い
う
吉
報
が
昨
日
午

後
、黒
田
侯
家
か
ら
通
ぜ
ら
れ
た
。

何
と
い
ふ
喜
ば
し
い
吉
報
で
あ
ら
う

か―
―

。

四月十七日

和
泉
守
兼
定

一
口

侯
爵
細
川
護
立
家

（
歌
仙
兼
定)

光
忠

一
口

侯
爵
細
川
護
立
家

備
前
吉
房

一
口

元
帥
東
郷
平
八
郎

助
眞

一
口

国
宝

日
光
東
照
宮

新
藤
五
国
光

一
口

伯
爵
小
笠
原
長
幹
家

景
光
・景
政
両
作
刀
一
口

伯
爵
奥
平
昌
恭
家

正
宗

一
口

伯
爵
津
軽
義
孝
家

則
宗

一
口

子
爵
土
屋
正
直
家

守
家

一
口

子
爵
土
屋
正
直
家

備
前
助
包

一
口

根
津
嘉
一
郎
家

備
前
長
義
・兼
光

大
小
二
口

根
津
嘉
一
郎
家

古
備
前
眞
恒

一
口
国
宝
静
岡
久
能
山
東
照
宮

日
本
號
の
槍

一
筋

侯
爵
黒
田
長
成
家

長
谷
部
国
重

一
口

侯
爵
黒
田
長
成
家

一
國
兼
光

一
口

侯
爵
山
内
豊
景
家

友
成

一
口

男
爵
山
本
達
雄
家

御
手
杵
の
槍

一
筋

伯
爵
松
平
直
之
家

埋
忠
明
壽

一
口

男
爵
古
河
虎
之
助
家

石
田
貞
宗

一
口

小
川
悦
之
助
家

二
字
国
俊

一
口

帝
室
博
物
館

伯
耆
安
綱

一
口

帝
室
博
物
館

當
麻
國
行

一
口

伯
爵
阿
部
正
直
家

粟
田
口
國
吉

一
口

子
爵
秋
元
春
朝
家

(

鳴
狐)

氏
家
貞
宗

一
口

子
爵
秋
元
春
朝
家

大
原
眞
守

一
口

子
爵
秋
月
種
英
家

備
前
長
船
修
理
亮
盛
光
一
口

土
佐
吉
光

一
口

木
村
久
壽
彌
太
家

(

坂
本
龍
馬
愛
用
大
小)

無
銘

大
小
二
口

溝
口
直
亮
家

か
っ
こ
内
は
編
集
者
に
よ
る
注
記

第

二

回

日
本
名
宝
展
覧
会
目
録

△

会
場
東
京
府
美
術
館

△

会
期
昭
和
五
年

四
月
十
九
日
よ
り

五
月
十
五
日
迄

刀
劔 四

月
二
十
一
日
夕
刊
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